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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 154,379 0.6 738 △1.0 835 52.5 529 328.0 

30年３月期第２四半期 153,419 △0.4 745 1.2 547 16.6 123 △55.4 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 918 百万円 （－％） 30年３月期第２四半期 △76 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 95.33 － 

30年３月期第２四半期 22.40 － 
（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行

われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第２四半期 81,809 20,974 25.6 3,778.21 

30年３月期 76,146 20,426 26.8 3,679.26 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 20,974 百万円   30年３月期 20,426 百万円 
（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行

われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 0.00 － 70.00 70.00 

31年３月期 － 0.00      

31年３月期（予想）     － 60.00 60.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

30年３月期期末配当金の内訳 普通配当 60円00銭 記念配当 10円00銭 
当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期の１株当たり期末配当金及
び年間配当金合計については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。 

 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 330,000 1.9 2,600 29.5 2,600 61.1 1,800 － 324.22 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    
 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 5,562,292 株 30年３月期 5,562,292 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 10,802 株 30年３月期 10,531 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 5,551,658 株 30年３月期２Ｑ 5,521,082 株 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式

併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 

 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 7

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 8

（セグメント情報） ………………………………………………………………………………………………… 9

 

- 1 -

ＯＵＧホールディングス株式会社（8041）
平成31年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気の回復には、個人消費など一部に足踏みがみられるも

のの、企業収益、雇用・所得環境、生産活動、設備投資は総じて堅調であり、全体として緩やかな回復基調にあ

りました。消費者心理は、日常品を中心に節約志向が依然として続き、回復には足踏みがみられます。

 水産物流通業界におきましては、輸入水産物および国内水産物とも総じて調達コストが高止まりし、加えて業

種・業態の垣根を越えた販売競争が激化するなど厳しい経営環境下にありました。

 このような環境にあって、当社グループは、全体最適のグループ経営のもと、販売力・調達力の強化、顧客起

点志向の追求、地域に対応したソリューションの提供、業務の効率化、諸経費の節減などに注力し積極的な事業

活動を展開してまいりました。

 当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は154,379百万円（前年同四半期比100.6％）となりました。

損益面では、売上総利益は11,242百万円（前年同四半期比99.0％）となり、営業利益738百万円（前年同四半期

比99.0％）、経常利益835百万円（前年同四半期比152.5％）、親会社株主に帰属する四半期純利益529百万円

（前年同四半期比428.0％）となりました。 

 セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

＜水産物荷受事業＞

 中央卸売市場を核とする集荷販売機能をもつ水産物荷受事業は、天候不順等により取扱数量は減少したものの

販売単価の上昇により売上高99,897百万円（前年同四半期比101.8％）、セグメント利益712百万円（前年同四半

期比104.8％）となりました。

＜市場外水産物卸売事業＞

 全国各地を網羅する販売拠点を活かした幅広い流通網をもつ市場外水産物卸売事業は、販売数量は増加したも

のの販売単価の低下により売上高54,160百万円（前年同四半期比97.6％）となり、売上高の減少、売上総利益率

の低下によりセグメント損失268百万円（前年同四半期はセグメント損失166百万円）となりました。

＜養殖事業＞

 九州、四国にて、ハマチ、ブリ、マグロの養殖を展開する養殖事業は、堅調な市況が続き、また、第１四半期

連結会計期間より連結子会社が１社増加したことなどにより売上高3,801百万円（前年同四半期比124.1％）、セ

グメント利益234百万円（前年同四半期比106.4％）となりました。

＜食品加工事業＞ 

 消費地にある食品加工センターにて水産加工、量販店向けにおにぎり等米飯加工などを行う食品加工事業は、

売上高2,237百万円（前年同四半期比97.1％）となり、原材料価格の上昇などによりセグメント損失41百万円

（前年同四半期はセグメント損失32百万円）となりました。

＜物流事業＞

 物流センターにおいて、搬入された水産物等を量販店等の配送先別に仕分け、自社便にて配送を行う物流事業

は、取扱い数量の減少により売上高995百万円（前年同四半期比96.5％）、セグメント損失40百万円（前年同四

半期はセグメント損失34百万円）となりました。

＜その他＞

 グループの水産物流通を補完するリース事業等その他は、売上高2,422百万円（前年同四半期比93.1％）、セ

グメント利益46百万円（前年同四半期比84.0％）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 財政状態の分析

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて5,663百万円増加し、81,809百万

円となりました。主な要因は、たな卸資産の増加5,639百万円によるものであります。

 負債は、前連結会計年度末と比べて5,114百万円増加し、60,834百万円となりました。主な要因は、支払手形

及び買掛金の増加5,049百万円によるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末と比べて548百万円増加し、20,974百万円（自己資本比率25.6％）となりまし

た。主な要因は、利益剰余金の増加159百万円、その他有価証券評価差額金の増加351百万円によるものでありま

す。

 

- 2 -

ＯＵＧホールディングス株式会社（8041）
平成31年３月期　第２四半期決算短信



② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

べて700百万円減少し、2,190百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは12百万円の収入（前年同四半期は2,394百万円の支出）となりました。

売上債権の増加823百万円（前年同四半期は5,213百万円の増加）、たな卸資産の増加5,358百万円（前年同四半

期は5,836百万円の増加）がありましたが、仕入債務の増加5,043百万円（前年同四半期は7,984百万円の増

加）、法人税等の還付350百万円が主な資金の増加要因となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは310百万円の支出（前年同四半期は941百万円の支出）となりました。有

形固定資産の取得による支出268百万円（前年同四半期は381百万円の支出）が主な資金の減少要因となりまし

た。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは413百万円の支出（前年同四半期は3,639百万円の収入）となりました。

借入金の増加による純収入121百万円（前年同四半期は4,088百万円の純収入）がありましたが、ファイナンス・

リース債務の返済による支出147百万円（前年同四半期は133百万円の支出）、配当金の支払386百万円（前年同

四半期は331百万円の支払）が主な資金の減少要因となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年５月11日に公表いたしました連結業績予想から変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,896 2,195 

受取手形及び売掛金 32,238 33,090 

商品及び製品 20,546 26,119 

仕掛品 0 0 

原材料及び貯蔵品 362 428 

その他 992 776 

貸倒引当金 △157 △167 

流動資産合計 56,878 62,442 

固定資産    

有形固定資産 10,651 10,836 

無形固定資産 239 203 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,674 6,820 

その他 2,086 1,931 

貸倒引当金 △384 △425 

投資その他の資産合計 8,376 8,326 

固定資産合計 19,267 19,366 

資産合計 76,146 81,809 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 19,229 24,279 

短期借入金 19,535 20,325 

1年内返済予定の長期借入金 1,318 1,275 

未払法人税等 264 241 

賞与引当金 708 690 

その他 3,983 3,747 

流動負債合計 45,038 50,559 

固定負債    

長期借入金 7,127 6,796 

退職給付に係る負債 2,415 2,398 

役員退職慰労引当金 122 128 

その他 1,014 951 

固定負債合計 10,680 10,274 

負債合計 55,719 60,834 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,495 6,495 

資本剰余金 6,090 6,090 

利益剰余金 6,260 6,419 

自己株式 △23 △24 

株主資本合計 18,822 18,981 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,039 2,390 

繰延ヘッジ損益 △11 15 

土地再評価差額金 △356 △356 

退職給付に係る調整累計額 △67 △56 

その他の包括利益累計額合計 1,603 1,993 

純資産合計 20,426 20,974 

負債純資産合計 76,146 81,809 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 153,419 154,379 

売上原価 142,066 143,136 

売上総利益 11,353 11,242 

販売費及び一般管理費 10,607 10,504 

営業利益 745 738 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 91 84 

補助金収入 51 33 

貸倒引当金戻入額 61 － 

その他 86 102 

営業外収益合計 291 220 

営業外費用    

支払利息 102 96 

無形固定資産償却費 362 － 

その他 24 27 

営業外費用合計 489 123 

経常利益 547 835 

特別利益    

固定資産売却益 18 － 

受取保険金 － 10 

特別利益合計 18 10 

特別損失    

災害による損失 － 29 

特別損失合計 － 29 

税金等調整前四半期純利益 565 817 

法人税、住民税及び事業税 402 193 

法人税等調整額 39 94 

法人税等合計 442 287 

四半期純利益 123 529 

親会社株主に帰属する四半期純利益 123 529 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 123 529 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △232 351 

繰延ヘッジ損益 0 27 

退職給付に係る調整額 31 11 

その他の包括利益合計 △199 389 

四半期包括利益 △76 918 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △76 918 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 565 817 

減価償却費 807 428 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △85 50 

退職給付に係る資産又は負債の増減額 47 12 

賞与引当金の増減額（△は減少） △30 △30 

受取利息及び受取配当金 △92 △85 

支払利息 102 96 

売上債権の増減額（△は増加） △5,213 △823 

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,836 △5,358 

仕入債務の増減額（△は減少） 7,984 5,043 

その他 △199 △245 

小計 △1,950 △95 

利息及び配当金の受取額 92 85 

利息の支払額 △103 △96 

法人税等の支払額 △432 △232 

法人税等の還付額 － 350 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,394 12 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △381 △268 

投資有価証券の取得による支出 △10 △11 

関係会社株式の取得による支出 △359 － 

その他 △189 △30 

投資活動によるキャッシュ・フロー △941 △310 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,480 537 

長期借入金の返済による支出 △391 △416 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △133 △147 

配当金の支払額 △331 △386 

その他 16 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,639 △413 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 303 △712 

現金及び現金同等物の期首残高 2,132 2,891 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
－ 11 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,436 2,190 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
（注）３ 

 
水産物 
荷受事業 

市場外 
水産物 
卸売事業 

養殖事業 
食品加工
事業 

物流事業 計 

売上高                    

外部顧客への
売上高 

94,077 53,745 2,312 1,006 465 151,607 1,812 153,419 － 153,419 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

4,080 1,749 751 1,296 566 8,443 789 9,233 △9,233 － 

計 98,157 55,495 3,063 2,302 1,031 160,051 2,601 162,652 △9,233 153,419 

セグメント利益
又は損失（△） 

679 △166 220 △32 △34 666 55 722 23 745 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額23百万円には、セグメント間取引消去721百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△697百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
（注）３ 

 
水産物 
荷受事業 

市場外 
水産物 
卸売事業 

養殖事業
（注）１ 

食品加工
事業 

物流事業 計 

売上高                    

外部顧客への
売上高 

95,737 52,570 2,764 1,105 445 152,623 1,756 154,379 － 154,379 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

4,160 1,590 1,037 1,131 549 8,469 666 9,135 △9,135 － 

計 99,897 54,160 3,801 2,237 995 161,092 2,422 163,515 △9,135 154,379 

セグメント利益
又は損失（△） 

712 △268 234 △41 △40 597 46 643 94 738 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業等を含んでおります。

また、第１四半期連結会計期間より、㈱松浦養殖は重要性が増したため、連結の範囲に含めてお

り、「養殖事業」に含めて表示しております。

２．セグメント利益又は損失の調整額94百万円には、セグメント間取引消去463百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△368百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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